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研究成果概要 

 2024 年度は実験的に得られた核子の運動量・束縛エネルギー分布（  Spectral 

function ）を用いたニュートリノの擬弾性散乱の枠組みを用いた電子と原子核の弾性散

乱シミューレションと、佐藤らのＤＣＣ模型を用いた電子によるπ粒子生成の実装を完

了、論文を投稿した。（論文１）  

下図に示す通り、１GeV 程度の 40 度程度の実験データをみると、弾性散乱ピークの再

現性はかなりよいが、13度程度とのデータでは、エネルギー移行に乖離がみられる。こ

れは、シミュレーションに用いている近似の限界であることが知られており、今回の結

果でも明らかに示された。 

 

 

 



 

 

 また、数百 MeV の低いエネルギー領域では 30 度～60 度程度の散乱角領域でも同じ

傾向がみられている。本論文では、ニュートリノ散乱において、この影響を近似的に補

正する方法を検討した。 

 

 

論文 

１） Implementation and investigation of electron-nucleus scattering in NEUT 

neutrino event generator, Seisho Abe, Phys.Rev.D 111 (2025) 3, 033006 
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